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近年の乳歯う蝕有病者率、一人平均う歯数の減少や、
地域のかかりつけ歯科での予防管理や保健指導の充足
は進んでいますが、その一方、生活全般の支援や保護者
への支援も必要と思われるう蝕のハイリスク児への予防
管理によるアプローチは難しくその支援が課題となって
います。池田市児童・保育課による保育士へのアンケー
ト調査では、うまく食べられない、舌でつぶす、丸飲み、
喉に詰まる、よだれがいつまでも出る、言葉が不明瞭な
子が増えている、口が開いたまま等の離乳食や食べ方に
関する困り事が挙げられ、新たな取り組みの必要性が高
まっていました。

東京都新宿区では保護者の食事に関する不安に対す
る先駆的な取り組みとして、平成20年度より「歯から始
める子育て支援事業」として、1歳児および2歳児を対象
に食べ方も含めた歯科相談事業を行っており、健診時の
アンケートで約60% の保護者が「食べ方で気になる点が
ある」と答えています1)。新宿区ではさらに摂食機能の発
達支援を専門とする大学歯学部との連携による専門的
支援として、乳幼児の食事のとり方や口の機能に不安や
疑問を感じている保護者を対象とした「食べ方相談」事
業を展開しています。
「食べ方相談」での主訴としては、丸のみ、時間がかか

る、ためこみ、好き嫌い等の問題が挙げられ、生じやす
い問題点は月齢や歯の萌出状況に応じて変化していくこ
とから、個別的な対応の必要性がある一方、食事が楽し
いといった子どもの食事に対する姿勢が親の心理と相
互に関わっていることから、食べ方に関する相談内容は
背景も多岐にわたり、必要に応じて関連多職種と連携を

とりながらフォローアップしていくことが大切であること
が示唆されています2)。また、口腔機能は乳幼児期にそ
の基本行動が獲得され、高齢、終末期まで人々の QOL
を支える大きな要因として、乳児期からの見守りが重要で
す。

このような背景に基づき、単に歯科専門職に向けた啓
発的な研修では乳幼児期の生活習慣や子育てに対する
現状が伝わりにくく、課題に対する認識や解決に向けた
取り組みへの限界があることを踏まえ、池田市では地域
の子どもに関わる関連組織や職種も交えた新たなソー
シャルサポートの醸成を目的として歯科医師会主催によ
る研修会を開催しました。

5回の研修の参加者は延べ約250名であり、参加職種
は、歯科医師、歯科衛生士、保育士、管理栄養士、栄
養士、保健師、言語聴覚士、助産師、歯科助手、小学
校・支援学校教員、医師、子育て支援職など幅広い役
職にご参加いただきました。研修では、参加者同士の共
感や口腔機能の素晴らしさ、乳幼児期における支援の重
要性について共通理解が得られました。また回を重ねる
と、継続参加者も徐々に増え、口の役割や重要性を認
識し、現場での口の状況をよく観察するようになり注意
を促したり、簡単なお口の体操や口のマッサージを実施
するなど現場実践につながっていました。

摂食・嚥下や口腔機能について学びたいという声の他
に、「退職後は池田市でつながりたい」と地域での連携
活動に期待を寄せる看護師や「このような取り組みを自
分の地域でも広げたい」「池田市のしくみを学びたい」「お
口の体操など実践するようになった」など、少しずつ現場
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で定着している様子がうかがえました。
また食べ方がうまくいかない子どもの改善に向けた支

援のポイントや予防的な取り組みの提案として、「食べ
方」支援だけでなく口腔機能の発達に影響を及ぼす呼
吸や姿勢についての学びを深めました。また事例検討を
多職種で行ったことにより、それぞれの専門的視点がさ
らに広がり、課題解決を生活行動の中で捉えるヒントを
多く学ぶ機会となりました。

また、これらの研修事業を通し、池田市の乳幼児健診
事業および歯科医師会乳幼児歯科健診項目として食べ
方に関する項目が追加されることとなり、対象者のニー
ズに応じた支援や相談事業の実施に向けた検討に着手
できたことは大きな成果となりました。歯科の臨床現場
では出会いにくい乳幼児の生活場面でのお口の様々な
問題を地域で共有することで、行政の健診のあり方への
提言につながりました。

今後は、新たな健診体制の整備と人材育成、地域の
各現場で挙げられた問題の相談窓口の設置や課題解決
に向けた多職種連携が必要であると考えます。口腔機能
は、乳幼児期から高齢、終末期まで人々の QOLを支え
る大きな要因として、地域で見守り支えることの重要性の

認識から地域包括支援システムの一環として取り組みを
展開したいと思います。
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図１　池田市歯科医師会における一連の事業に
は、赤井綾美先生に立ち上げ時より継続し
てサポートいただいています。

図４ 口腔機能に関する講義は講師を招いて行い、
共通理解を深めました。

図２　研修会はワークショップ形式で行い、それ
ぞれの職種の現場での問題点などを共有して
いきました。

図５ 管理栄養士などの事例発表を行うことで、
専門的な視点がさらに広がり、課題解決のヒ
ントを多く学ぶ機会となりました。

図３　口腔機能について理解を深めるために、
実際に飲食をする実習を行いました。
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